


雲台の使いかた① 雲台の使いかた② 雲台の使いかた③

※製品改良のため、予告なしに仕様・デザイン・諸元などを変更することがありますのでご了承ください。

取扱説明書

アフターサービス
●修理または部品を紛失した場合は、販売店か弊社サービス部へ直接お問い合わせください。本製品の性能部品は、製造打ち切り後
　５年を目安に保有しておリます。
※この期間後であっても修理可能な場合もあります。

●ご使用後は、必ず湿った布で汚れを拭きとった後に、乾いた布でよく拭いて保管して下さい。特に海岸および温泉地でのご使用後
　は、そのままの状態で放置すると錆びや故障の原因となります。
●脚パイプに水や砂がついたまま脚をたたむと、重なった脚パイプの隙間に詰まってしまい、伸縮が固くなったりできなくなったり
　する恐れがありますのでご注意ください。
●三脚や雲台のお手入れ・清掃にはシンナー等の薬品は使わないで下さい。

お手入れについて

縦位置撮影時の注意 三脚への取り付け
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三脚への取り付けは、各ストッパーを完全
にしめ、三脚取付ネジ穴を合わせて雲台全
体を上図矢印方向(時計回り)に水平に回し、
しっかりと固定して下さい。

※雲台取り付ネジはUNC1/4サイズ(細ネジ)です。

エレベーター
ストッパー

三脚のエレベータストッパーも締めてください。

シュー固定レバー
（開放位置）

クイックシュー
(QB-145)

滑り込ませてから
押し付けます。

パンハンドルを回しゆるめると、カメラの
上下動操作と同時に左右水平回転操作がで
きます。サイドティルトハンドルをゆるめ
ると、カメラを傾ける操作(縦位置)ができ
ます。サイドティルトハンドルは反対側に
付替える事ができ、左右どちらの方向にも
カメラを傾けることが可能です。

シュー固定レバーを開放位置にし、外した
クイックシューにカメラを取付けます。次
にクイックシューをレバー側から斜めに滑
らせるように取付け、下に押し付けると半
自動固定されます。後は手動でレバーをし
っかりと締めてください。外すときは逆の
手順を行ってください。

サイドティルトハンドルをカメラダイ側面
の穴（左右どちらでも可能）にネジ込んで
ご使用ください。この雲台を装備した三脚
をケースに収納したり持ち運ぶ際は、上図
のようにサイドティルトハンドルをパンハ
ンドルに取り付け、たたんでください。

サイドティルトハンドルは左右どちら側
にも取付けることができます。

パンハンドル

サイドティルト
ハンドル

縦位置撮影の際、レンズの重いカメラ等を
使用すると、レンズの重さでカメラネジが
ゆるむ方向に回り、カメラが前倒れして破
損する恐れがあります。その場合はサイド
ティルトハンドルを反対側に付け替え、傾
ける方向を逆にして下さい。

ぶつけないように・・・

下図のようにサイド
ティルトハンドルを
左側に取付け傾ける
と、カメラネジのね
じ山方向が逆になる
のでカメラが前倒れ
しにくくなります。

前倒れ注意 ! !
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